
岩 手 火 山 簾 の 地 形

-′J'＼岩井､平館泥流地域の流れ山VCついて一

古 館 昭 次

Ⅰ 序

環太平洋造山帯の中にある日本列島は,火山国であり,種々の火山現象がみられるO聾者は,

岩手火山 (2041m)の山麓にある小岩井泥流地峡と平館泥流地域の流れ山(flowmound)

vcついて報告 してみた｡当山麓地域 も,他の火山麓の例にもれず,降下堆積物

(falldeposits)と流下堆積物(flow deposits)の卓越 している地域であ9,

特VC火山泥流の顕著を地域と売っているOこの他,東北地方VC於ては,磐梯山麓,鳥海山麓,

岩木山麓をどで涯流がみられるO泥流の定義vcついては,明確にされているとはいえをいが,

その原因は単一をものでは浸く,西村嘉助VCよれば, ｢水蒸気爆発や噴火VC伴 う地裏,降雨,

融雪,火口湖の溢水,又は温泉作用をどVCよって既存の火山体が破湊 し,その崩袋物が多量の

水 と混じて,高速 (10-16m/see)で山腹から数10Kmも遠方へ流下する 現象であ る(1)｣

としている｡夜か調査は実地調査の他,空甲写真を利用 して行浸った｡

Ⅱ 小岩井地域と平館地域の地形概観

岩手火山周辺の地形に関しては,水野裕の報告があ9,(2)岩手火山麓菅,小岩井泥汎 青山

町泥流,滝沢泥流,平館泥流の4つの梶流地域VC分けている｡

i) 小岩井地域

当地域は,岩手火山の帝麗vc位置 してお9,小岩井農場菅平心VCして,雫一石盆地の排水河川

で,北 上 川 の支流である雫石川の河岸VC至る南北約11Km,東西約6Kmの地域である｡この

地域の東側VCは,北上盆地との境を浸す第三系のLU地があ9,西側VCは,雫石川の支流で荒川

の葛根田川がある｡第三系の小丘は,比高と露頭とVCよって流れ山と区別する事が出来るが,

岩木山北東麓の流れてみられる十腰内小丘群(3)の様を円形VC配列する非泥流性の小丘群は認め

られ浸かったo

ii) 平館地域

当地域は,岩手火山の北東麓vC位置 し,松川と赤川とにはさまれた地域であ9,南北約 5Km,

東西約 7Knの地域であるOこの地域の流れ山は,水田の甲VC多 く菅みることができるが, これ

払 堰止現象が生じたためVC,(2癌 川の堆積物VCかかわれているためである｡当地域内VCも第

三系の小丘があるが,愛宕山,森駄野をどは,比高と露頭VCよってはっきPと区別出来る｡

Ⅲ 岩手山麓の流れ山の分布
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i)小岩井泥流地域

この地域k,黒沢川を境として,東部地域 と西部地域に分けることが出来ると思われる｡流

れ山の分布から流れ山の長軸方向を調 こてみると図の様vcなる.

東部地域は,小岩井農場-

帯にあた9,波状の地形が

顕著であD,偏平を流れ山

が多 くみられるO雫石川に

迫る南端では,その数は少

な くなるが,雫石川の開析

谷 を抜けて,東部の方向に

も及んでいる事が,露頭観

察からわかる｡そ して流動

方向は,例外も認められる

が,岩手火山裾野から南の

方向であp,ほぼ,小河州

の流路方向と一致 しているo

これに対 して西部地域では,

流れ山が集中的にみられ,

東部よ9は大型のものが多

くをっている｡又長軸方向

紘,一応雨の方向とみれる

が,不規則をものが多 くみ

られる｡東部では約160,

西部では約140の流れ山

を確認できる.西部地域に

接 して,葛横田ノrIはミあP,

泥流地域 との境を夜 してい

るが,その両端は零石川の

沖積地に漸移 してあ19,境

は明確ではをく在っている.

ji) 平館泥流地域

全体怒概観すると,当地



域も,愛宕山を境として,北部地域と南部地域VC分けることが出来る.こCL)地域の流れLU性比

高が小さいrJで長軸方向を調べるの忙容易でないが,図の様になっている.

北部地域 と南部地域 とでは,分布の違いは詠められ夜かったが,両地域 とも小型の翫れ山が数

多 くみられ,約300にも達するO前VC述べた理由から,流れ山は,平坦を面VC見られ,小河

川VCよる浸食は進んでい夜い.長軸方向から据流の方向をみてみると北東食いLは東の向きで

あると思われるO このことは第三系の小丘と流れ山の分布をみてみるとよくわかると思われる.

iii)両地域の比較

でず,両地域を通 じて,流れ山の数の多いことVC気づ くが,特に平館地域VCは小型の流れ山

が多いと思われる.次VC,小岩井地域の流れ山は,山麓の援斜面上vcみられるが,平館地域で

紘,やや平坦 覆面VCみられる｡そ して,小岩井地城では,小河川による浸食がみられるが,千

館地域托,浸食されていをいと思われるO又,平館据流地域の流れ山の分布は,据流の末端と

しての特徴がよく出ていると思われる｡

Ⅳ 岩手山車の流れ山の内部構造

i)小岩井据流地峡

流れ山の露頭観察VCよると,その内部構造は図の通 Pである.

クラックは植物の根のはえたあとを示す

もので,黒色の火山砂が降下堆積する以

前VC,-時期,租生のあったこと告示 し

ている.そ してこCL)火山灰CJ下部にみら

れる様に,数cmから1m程にも及ぶ,安

LIJ岩質の角襟が不規則VCみられる部分が,

泥流CJ不休である.夜か黒色の火山砂は,

他地域とeJ対比には重業であると思われ

ち.以下は小岩井泥流地域の形成過程で

ある｡

泥流-火山灰 (一時植生 )-黒色の火

山砂-オレンジ色のパミスを含む火山

灰-黒色表土の形成o

ii)平鹿泥流地域

当地域の蕗頭観察VCよると,小岩井地

域 とは異を9,泥流上部の火山灰が少を く,内部VCはスコ1)アが顕著であ9,熱を持つ一次的

を据流であることがうかがえるO不規則VCみられる角裸は,やは9数cnから1m前後VC及んで
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いるO又これらの角傑vC混 じて,一部では,松川から掛取されたと思われる円疎も見られた｡

iii) 両地域の比較

まず,小岩井地域で榛,火山灰の多い草が注目され,平館地域では,スコ1)アが顕著である

事が注目される.又平館地域VC於て嫁,泥流の上部VC乗る黒色の火LLI砂は確認出来をかった.

夜か角裸は平館地域の万が多い様に思われる｡以上からこの二地域は,あさらかVC形成時期奇

異VCするものであることがわかるが,降下堆積物の違いは噴火時の風の影響も考えられるo

v 岩手火山麓の流れ山の比高

j)小岩井泥流地域

東部で味,比高 10m以上のものは少ないが西部では, 10m以上のものが多 くみられるO

そ して泥流の末端VC於ては,比高教mと小さく在っているo又第三系の小丘の比高は,流れ山

のそれをはるかに上まわ9,区別は容易である｡

ii)平館泥流地域

この地域の流れ山の比高は,大部分 10m以下であ9,数mのものが圧倒的であるo又北部

と南部 とでは大きを差は認められ夜かった｡ 又流れ山とは異をる第三系の小丘は,やは9比高

ではっきDと区別することが出来るo

Ⅵ 岩手火山麓と他地域との比較

小岩井泥流地域の流れ山の分布は,岩木山北束麓のそれと似ているが,小岩井に於ては波状

の地形が顕著であp,流れ山の数も多い.又,平館泥流の流れ山払 鳥海山麓の象潟泥流(4)Vc

かける流れ山と似ていると思われ,平坦を面に点在する流れ山が数多くみられる｡ 泥流内部VC
(5ノ

角裸の見られるのは他地峡と変わ9ないが,小岩井泥流で払 翁島泥流よPは,角裸の数は少

をい様である.又平館泥流ではスコl)アがはっきPと認められる事は他地域の流れ山とは異質

のものではをいかと思われる.そ して流れ山の比高VCついては,小岩井泥流地域は岩木山北東

麓 よPは小型であ9,平館泥流地域はさらVC小さく在っている.夜 か泥流窪地は,小岩井,千

館 ともVC大 き夜もOrJはを く,平館泥流地或は岩木山北東麓 と同じ様に侵食は進んでい夜いとい

える｡

Ⅶ 鮭語

1)岩手火山麓は泥流堆積物が卓越 してか9,数多 くの流れ山がみられる｡

2/J,岩井泥流の流れ山は斜面上に分布するが,平館泥流で榛,平坦表面VC分布する｡

3)｣､岩井泥流地峡では,火山灰が厚 く,層を成 しているが,平館泥流地域では,スコ1)了が

顕著であ9.火山灰が比較的少をい｡

4凝 頭観察から,小岩井泥流 と平館泥流は形成時期の異をることがわかる｡

5)泥流地坂内VC払 流れ山とは異をる小丘がみられるが,露頭観察と比高とKよって区別で
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きる｡

6)小岩井泥流は,岩木山北東麓の泥流 と似ているが,波状の地形が顕著であ9,平館泥流の

流れ山は象潟泥流のそれと似ていると思われる｡

7)泥流地域の地形嬢,原地形 と泥流の性質そ して,河川等に影響を受けていると思われる.

鼓後に, この論文を進めるVCあた9,御指導をいただいた横山,水野両教官,八戸高専の堀

田先生,小野繁則先輩に深 く感謝致 します｡
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